
いちご棚式育苗システムの採苗方法と採苗時期

[要約］と,ちご棚式宣重些&乏皇において、 親株床に小型ポットを挿して子苗を受

けることにより、堂互的な遼董が出来る。この錘塾Z塗による採苗を６月下旬までに

終わることによって、従来のポット育苗と同等の苗が出来る。
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［背景・ねらい］

いちごは収益性が高い作物であるが労働時間が長いことが問題となっており、これまで

育苗の省力化のための棚式育苗システムを開発した。この育苗システムを利用した育苗技

術を確立するために、小型ポットの採苗方法及び採苗時期を明らかにする。

［成果の内容・特徴］

①いちごの棚式育苗の採苗ば、培土を入れた小型ポットを親株床に５～７cmの深さに挿し、

床面に並べて子苗を受けることで楽に出来る（図１）。この方法によると、親株床に占め

る小型ポットの面積が小さいので、親株床の面積も少なくてすむ。

②鉢受け法によって６月下旬までに採苗した場合には、採苗時期の早晩にかかわらず慣行

のポット育苗と同等の苗が確保できるが、７月以降の採苗では苗質が著しく低下する（表

１）。

［成果の活用面・留意点］

①省力、軽作業化されたいちご育苗技術として活用できる。

②小型ポットに用いる軽量培土は、培土を小型ポットに詰めた後、採苗前に十分潅水し、

水とよくなじませておく。また、親株床で培土が乾燥する場合には、小型ポットへ頭上か

ん水を行う。

③ランナー切り離し（採苗）の１０日から２週間前までに小型ポットへランナーを固定し、

苗の発根を促す。

④苗の養成期間中は、ポット育苗と同じ液肥を数日おきに施用する。
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[具体的データ］

篠

図１小型ポットにおける採苗法（平成４年）

表１小型ポットでの採苗時期と苗の生育（平成４年）

ﾎ･ツト採苗日葉柄長葉身長葉幅長ｸﾗｳﾝ径葉色値

ｃｍｃｍｃｍｍｍ

小６月10日１７．１６．３５．３１０．３２４．２
型６月20日１８．３６．４５．３９．５２３．５
ポ６月30日１８．９６．６５．７１０．５２４．５
シ７月10日１７．１４．６４．２７．２２１．２
ト７月20日１ａ７４．４４．０７．１２０．９
－‐一‐ーーーー 一ーー＝一一一‐~ーー－－一一一一ーーーー一一＝ー 一一一＝一-ー一一ー－ーーーー－＝ー ー一一‐ー

慣行６月20日１９．６７．２６．８１０．３２５．２

注）①調査日：９月ユ０日

②測定葉位：新生第２葉

③葉色値：葉色計（SPAD501）での測定値

④慣行：１２cmポリポツト

⑤採苗日：ランナーの切り離し日

[その他］
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